









【科研報告】課題 No 21520570 
「誤用例の文脈分析に依存した上級作文教材」 


































































































































   ほぼ対応する表現がでてくる。 















「20 の構文と 81 の文型」を選定して解説をつけた。初級の段階
では学習者数も教材も多く、ともに多種多用の個性をみせるが、
このテキストは単語数を抑えながらも丁寧に「中国語の基礎文型」
を解説している。 
 今後大瀧は、このテキストで王亜新教授のたてた構文と文型を
系統的に整理して、中級で学ぶ表現として位置づけられるべき、
「構文、文型、コロケーション」を選定したうえで、解説を加え
ていく予定である。中級教材の企画を実現していく一端である。
現地を離れた外国語学習において、学習レベルを追ったテキスト
が、いかなる効果を上げるか、ぜひ実験を続けたい。 
また、従来商業ベースには乗り切れないゆえに開発が遅れてい
る中級・上級の教材を充実させるために、時代を反映した流行語
やコロケーションをコーパスの出現頻度を参考にしつつ取り入れ
るなど、工夫を凝らした企画を実現したい。 
 
